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2 枚目へ続く→ 

 一面紙切れが数限りなく結びつけてある

 岩に虫の喰うたような穴に通した
 縁結びの禁厭の紙である

長さ十五六間 深さ十五尺 高さ亦

 
之に合ふ岩窟中、地蔵堂を立て地蔵尊

を安置し、堂の前には六個の石地蔵を

配列す。頭を上ぐれば岩窟の細き穴あ

り、其数幾千なるを知らず、世俗これを縁

結びの穴と咏い、少男処女皆その穴を

探り、紙を結びて良縁を得んやと祈る。そ

の巌の上にまた一つの岩窟あり、奥院と

名付く。是れ地蔵尊の出現たる所なり。

地蔵堂の上に當り孕松と名付くる松が

を安置し、堂の前には六個の石地蔵を配
列す。頭を上ぐれば岩窟の細き穴あり、其
数幾千なるを知らず、世俗これを縁結び

の穴と咏い、少年少女皆その穴を探り、紙
を結びて良縁を得んやと祈る。その巌の上

にまた一つの岩窟あり、奥院と名付く。
是れ地蔵尊の出現たる所なり。地蔵堂の
上に當り孕松と名付くる松が三株あり。

明治 30年に描かれた地蔵倉の絵図 

(禁厭→おまじない) 



1 枚目の続き→ 
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橋(永代橋)の袂で、 

 
本道から眞直行けば、 

 
杉かこひの水車小屋があり 

 
柱に「地蔵倉参詣通路」 

 
と札打ってある 

 草の小道を辿れば、 

 

真下河中に大岩石がある 

 渓を過ぎて一角を曲がると 

道は二路となり、 

眞直ぐ山の根を行き、 

一曲りすれば地蔵堂である 
明治 43年のガイドブックと、仮設の地蔵倉写真 


